
 

 

 

 

 

 

 

オープンデータカタログサイトを新たに立ち上げます 

～公共データを見つけやすく、活用しやすいサイトへ～ 

 

三田市は、新たにオープンデータ※専用サイトを立ち上げ、利用者の利便性の向上を図り

ます。 

さんだ里山スマートシティ構想をより一層推進していくには、更なるデータの流通や活

用が必要です。これまでも市ホームページ内でオープンデータを公開していましたが、今

回新たに専用サイトを構築することで、データ検索を容易にします。 

今後は順次、保有するデータの公開を進めるとともに、学生や企業をはじめとする皆さ

んにデータ活用セミナーやアイデアソンを開催するなど、データ利活用の動機付けに取り

組み、さまざまなアイデアを創発し、公民連携で地域課題の解決と地域の活性化を図りま

す。 

 

１ 概要 

（１）サイトの特徴など 

「データ」を分野ごとにグループ化することで目的のデータを探しやすくし、キーワ

ードを入力して目的のデータを検索することができます。さらに、今回立ち上げるオー

プンデータカタログサイトは、以下の特徴的な機能も備えています。 

①データプレビュー 

  使いたいデータをダウンロードする前に、データの項目やデータの内容を見ること

ができます。 

②地図表示 

  施設一覧などのデータで場所を特定できる緯度・経度の位置情報がある場合は、地

図上で施設などの場所を確認することができます。 

（２）公開データ数（12月 23日時点） 

181種類 

（３）サイト公開日 

 令和４年 12月 23日 

（４）サイト公開 URL 

 オープンデータカタログサイト 

 https://odcs.bodik.jp/282197/ 

市ホームページからも接続できます。        上記二次元コードから接続できます 
 

 

 

【 市 長 記 者 会 見 資 料 】 

令 和 ４ 年 1 2 月 1 5 日 

総 合 政 策 部 未 来 戦 略 室 

デジタル戦略課(担当:足立) 

直通:559-5033 (内線:2330) 

※オープンデータ 

政府や自治体などが保有する公共データが、市民や企業などに有効活用され、社会経済全体の発

展に寄与することを目的として、①無償で利用可能、②機械判読に適した形式、③二次利用可能

なルールで公開されたデータ 

 



 

 

 

（参考） 

１ 経過・背景 

  平成 28年 12月 14日に公布・施行された「官民データ活用推進基本法」において、国

および地方公共団体はオープンデータに取り組むことが義務付けられました。 

  三田市においても、平成 28年にオープンデータ推進指針及び利用規約を策定し、デー

タ公開を開始しました。現在は、さんだ里山スマートシティ施策の一環として、協働に

よる地域課題の解決、経済の活性化を図るため、市が保有するさまざまなデータを順次

オープンデータとして公開しています。 

 

２ これまでデータ活用された事例 

本市は、平成２８年度からチャレンジ・オープンガバナンス※に参加しており、令和３

年度には神戸親和女子大学から人口や観光客入込客数のデータを活用して、三田市への

UIJターン増加戦略の提案をいただいている。 

 

 ※チャレンジ・オープンガバナンス 

東京大学公共政策大学院の「情報通信技術と行政」研究プログラム主催で行うもので、市民や学

生がオープンデータを活用して自治体が抱える課題に対して解決アイデアを競うコンテスト 

 



【参考資料】 

 

①トップページ 

 

 

 

 

②データセット選択画面 

 

 

 

サイトのイメージ画

像 

種 類 



 

③データプレビュー画面 

 

 

 

 

④地図表示画面 

 

 


